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ヘッドライン　化学研究における機械学習の活用
　AI の発達と歩調を合わせて，化学研究に機械学習を取り入れる試みが急増してきた。機
械学習によって可能となること，研究の現状，将来の展望などを，機械学習を用いた先駆的
な研究を交えて解説する。
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次号ヘッドライン 有機化学の基礎　高校から大学へ

　愛知県立岡崎高等学校は，明治 29 年 4 月 17 日に開校した「愛知県第二尋常中学
校」を嚆矢とする約 130 年の歴史と伝統を有する学校です。創立以来，「たかい知
性，ゆたかな情操，たくましい心身を兼ね備えた国家・社会の有為な形成者の育
成」を目標とした教育を継続しております。本校はスーパーサイエンスハイスクー
ル（SSH）第Ⅳ期を終了し，令和 6年度から新たに先導的改革型Ⅰ期（3年間）の
指定を受けました。答えを見いだせていない課題を解決するための知識および複数
の視点（総合知）を「岡高リベラルアーツ」と定義し，それを形成・獲得するため
のプログラムを開発しております。

表紙の言葉　愛知県立岡崎高等学校


